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香川県漁連平成２５年度第１回臨時総会が、７月

３０日（火）午後１時より漁連会館５階中会議室に

て開催された。 

服部会長の開会挨拶のあと、議長にさぬき市漁協

松岡組合長を選任し議事が進行された。 

原専務より第１号議案「引田加工場におけるＨＡ

ＣＣＰ対応のための改修の件」について説明され、

採決の結果、賛成多数により上程された議案は承認

された。  

有路有路有路有路准教授准教授准教授准教授によるによるによるによる講演講演講演講演    

  
 

 香川県かん水養殖漁業協同組合は７月３１日（水）

漁連会館６階大会議室で第５０回通常総会を開催し

た。嶋野組合長挨拶のあと、県水産課北尾課長、県

漁連服部会長から来賓の挨拶があった。  

 

挨拶する嶋野かん水組合組合長挨拶する嶋野かん水組合組合長挨拶する嶋野かん水組合組合長挨拶する嶋野かん水組合組合長 

 鴨庄漁協中川 浩行氏を議長に選任し、上程された

８議案は全て原案通り可決承認された。 

また総会終了後、研修会が開催された。この研修

会は毎年開催されており、養殖技術の研鑽を図る有

意義な会となっている。 

 研修会は主催者の香川県かん水養殖漁業協同組合

嶋野組合長の挨拶で始まり、近畿大学水産学科水産

経済学研究室准教授有路昌彦氏による「我が国の養

殖業のあるべき戦略」に続いて香川県赤潮研究所大

山憲一氏による「オリーブハマチの肉質の特長と飼

育のポイント」の講演が行われた。 

 

８月６日、高松市（生涯学習センター「まなび

CAN」）にて、高松市教育委員会主催の夏休みキッ

ズチャレンジ「イリコモンスターをさがせ！」が開

催された。 

 

イリモンを探せ！イリモンを探せ！イリモンを探せ！イリモンを探せ！    

イリコモンスターとは、カタクチイワシを茹でて

干したイリコの中にタチウオやサバ、イカなどの稚

魚が混ざっており、それらの総称のことである。会

場には高松市内の小学４年生から６年生２５人とそ

の保護者が参加した。夏休みの自由研究にはもって

こいの企画のようで担当者によると当初２０人で募

集していたが、大変な人気ですぐに定員になり、さ

らに５人増員したとのことであった。 

香川県農政水産部水産課職員吉田主任より伊吹島

のイリコ漁についてビデオを見ながら説明が行われ
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  た。イリコ漁がパッチ網漁とよばれていること、漁

獲されたカタクチイワシの鮮度を保つためにすぐに

加工場へ運んでいること、漁獲から加工まで一貫し

て生産していること、イリコには大羽、中羽、小羽、

カエリ、チリメンと大きさによって呼び名が違うこ

となどについて、参加した小学生とその保護者たち

は解説に耳を傾けながら熱心にビデオを見ていた。 

 

イリコ漁についてイリコ漁についてイリコ漁についてイリコ漁について説明する説明する説明する説明する吉田主任吉田主任吉田主任吉田主任    

その後、各々に配布された選別されていないイリ

コの中から、イリコモンスターの選別体験を行った。

今回のイリコの中にはタチウオやテンジクダイの稚

魚などが多く入っており、中にはイカの稚魚を見つ

けた小学生もいた。（一社）香川県水産振興協会田矢

事務局長から、イリコの解剖についての説明があり、

背中から割り、心臓や肝臓を興味津々で見ていた。

最後にイリコの天ぷらのイリコを使った料理につい

ての説明があり、お魚学習会は盛況のうちに幕を閉

じた。 

 

イリモンについて説明する田矢事務局長イリモンについて説明する田矢事務局長イリモンについて説明する田矢事務局長イリモンについて説明する田矢事務局長 

回ジャパン・インターナショナル・シーフードショ

ー」が東京都江東区有明にある東京ビッグサイトで

開催された。同イベントは国内外の水産物取引の拡

大、水産業の振興・発展のための情報交換を目的と

した水産物に関する展示会で、東京・大阪で年１回

ずつ開催されています。開催規模は年々大きくなり、

今回は国内外から大手水産会社や各県漁連など７０

１社が出展した。３日間の来場者数は約３万人で、

２１日（水）の開会式には林芳正農水大臣も出席し、

祝辞を述べられた。 

 

大大大大人気のおさかなシャトルⅡ人気のおさかなシャトルⅡ人気のおさかなシャトルⅡ人気のおさかなシャトルⅡ    

本会からはおさかなシャトルⅡを出展し、広く来

場者に見学してもらうとともに、期間内に開催され

た（一社）大日本水産会主催の親子おさかな学習会

及び栄養士を目指す学生を対象にしたセミナーで、

展示したハマチやマダイなど１６種類約８０尾の魚

介類について、名前や特徴・習性などを説明した。 

おさかな学習会ではシャトル水族館の見学のほか

に、おさかなタッチプールでマダコやサメ・イセエ

ビなどとふれ合い、また各出展ブースでは商品の見

学・試食を行った。 

最後に日本の漁業や水産物流通、魚の栄養などに

ついて講義を受けた参加者は、水産物の魅力を再認

識した一日となった。 

 

８月２１日（水）～８月２３日（金）に「第１５

回ジャパン・インターナショナル・シーフードショ

 

（９（９（９（９////１～９１～９１～９１～９////３０３０３０３０））））    

３日（火）第２回さぬき海の幸販売促進協議会 

７日（土）瀬戸内海環境保全特別措置法制定４０

周年記念事業式典 

１１日（水）キリンビール香川県産品応援企画記者

発表 

２０日（金）オリーブハマチとサントリー、ザ・プ

レミアム・モルツ販売促進レセプショ

ン 


